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研究代表者の専門分野：日本文芸・文化史 
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１．研究計画の概要 

 大学の学部・学科制度に代表される知的シ
ステムが日本において、伝統的制度を近代
的に再編し、独自なものを形成したことを
明らかにする。またそれが東アジアに伝播
し、今日に至るまで過程についても明らか
にする。これは文化のグローバリゼイショ
ンや地球環境問題に応えうる学問諸制度
の再編に資する。 

 

２．研究の進捗状況 

すでに日本、中国において国際シンポジウ
ムを２回開催し、研究代表者については、
中国、韓国において、本研究に関する学会、
シンポジウム、その他招待講演に 15 回以
上応じ、台湾中央研究院が先行研究の整理
のプロジェクトを開始する際にレフリー
をつとめるなど、概念組織の近代的再編成
について研究機運の醸成に重要な役割を
果たしている。また研究成果の報告書とし
て論文集を発行しており、順調に研究を推
進している。 

 

３．現在までの達成度 

 本研究に関する基礎概念について日中韓
の研究者が次々に着手しており、また既存
の成果とあわせ整理してゆく段階にまで
進んだ。本プロジェクトの成果報告をまと
め、諸外国の概念史研究成果のデータベー
スをつくれば、所期の目的は達成する。 

 

 ４．今後の研究の推進方策 
 ５年間の成果をまとめ、研究方法を緻密化
してゆく。とりわけ個別研究との相互推進
の方法を示し、また第二次大戦後の再編成

についてのアプローチを開始する。研究代
表者の研究機関では、新規の共同研究を開
始する。 
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